ＪＲ小野田線イベント支援事業補助金交付要綱
平成２５年９月３日制定
平成２９年８月１日改正
　（趣旨）

第１条　この要綱は、ＪＲ小野田線の利用促進を図るため、ＪＲ小野田線を活用したイベントに対し、その事業に要する経費の一部を補助することに関し必要な事項を定めるものとする。

　（補助の対象等）

第２条　山陽小野田市ＪＲ小野田線利用促進協議会会長（以下「会長」という。）は、イベントを主催するもの（以下「主催者」という。）が開催するイベントに要する経費に対し、予算の範囲内において補助金を交付する。

２　イベントは、広くＪＲ小野田線沿線住民へ周知し、ＪＲ小野田線乗車による集客を行うものとする。

３　補助金の交付額は、イベント開催に要する経費の２分の１又は５万円のいずれか少ない額とする。ただし、イベント参加人数に対するＪＲ小野田線利用人数が著しく少ない場合は、イベント開催に要する経費のうちＪＲ小野田線利用に係る経費を上限とする。

４　前項の場合において、補助金の額に１，０００円未満の端数があるときは、これを切り捨てるものとする。

　（交付の申請）

第３条　前条の補助金の交付を受けようとする主催者（以下「申請者」という。）は、補助金交付申請書（別記様式第１号）に、次に掲げる書類を添えて会長に提出しなければならない。

（１）事業計画書（別記様式第２号）

（２）収支予算（精算）書（別記様式第３号）

（３）前２号のほか、会長が特に必要と認める書類

　（交付の決定）

第４条　会長は、前条の申請書の提出があった場合において、その内容を審査し、適当と認めるときは補助金の交付を決定し、補助金交付決定通知書（別記様式第４号）により申請者に通知するものとする。

（計画変更の承認の申請）

第５条　申請者は、第３条に規定する書類の記載事項に変更が生じたときは、直ちに補助金変更承認申請書（別記様式第５号）を会長に提出し、その承認を受けなければならない。

２　会長は、前項の変更承認申請書の提出があった場合において、その内容を審査し、適当と認めたときは補助金の交付を決定し、補助金交付決定変更通知書（別記様式第６号）により申請者に通知するものとする。

　（実績報告）

第６条　前２条の規定による補助金交付決定通知を受けた申請者は、当該事業を完了したときは、速やかに補助金実績報告書（別記様式第７号）に会長が必要と認める書類を添えて、報告しなければならない。

　（補助金の確定）

第７条　会長は、前条の実績報告書の提出があった場合は、その内容を審査し、適当と認めるときは補助金の額を確定し、補助金交付確定通知書（別記様式第８号）により申請者に通知するものとする。ただし、会長が認める場合は。交付額確定の通知を省略することができる。

　（補助金の請求）

第８条　前条に規定する通知を受けた申請者は、補助金の交付を受けようとするときは、補助金交付請求書（別記様式第９号）を会長に提出しなければならない。

　（補助金の交付）

第９条　会長は、前条の規定による請求があった場合は、その内容を確認の上、申請者に対し補助金を交付するものとする。

（補助金の取消し及び返還）

第１０条　会長は、前条に規定する補助金の交付を受けた申請者が次の各号のいずれかに該当するときは、補助金の交付の決定の全部又は一部を取り消すとともに、既に交付した補助金の全部又は一部の返還を命ずることができる。

（１）偽りその他不正の手段により補助金の交付を受けたとき。

（２）補助金を他の用途へ使用したとき。

　（その他）

第１１条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長が別に定める。
　　　附　則

　この要綱は、平成２５年９月３日から施行する。
　　　附　則
　この要綱は、平成２９年８月１日から施行する。

